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平成29年度日本鉱物科学会研究奨励賞第23回受賞者 

 

鹿山 雅裕 会員（東北大学大学院理学研究科） 

研究対象：「カソードルミネッセンスによるケイ酸塩鉱物構造欠陥の定量評価と地球惑星科学への応用」 

 
 鹿山雅裕会員は、これまでにカソードルミネッセンス（ＣＬ）による分光学的手

法を主に駆使し、地球惑星物質に含まれる鉱物の欠陥や相転移を定量的に明らかに

する研究を行ってきており、鉱物学・岩石学・地質学・惑星物質科学への新たな応

用を切り拓く顕著な成果を挙げている。 
 鹿山会員の大きな業績の一つは、長石へのイオン照射による構造欠陥の形成過程

の解明のために、斜長石とアルカリ長石にアルファ線を模擬したヘリウムイオンを

タンデム加速器により照射し、照射線量に相関する固有のエネルギーを持つ発光成

分を見出したことである。これにより、発光に起因する放射線由来の構造欠陥を帰

属することが可能となり、さらに照射線量と発光強度の関係は長石が堆積後に含希

元素鉱物より受けた年間アルファ線量率に基づく堆積年代法や、原発事故等で漏洩した放射性元素の拡

散解析へ応用できる可能性がある。 
 また、太陽系天体では普遍的な現象である衝撃変成作用について、衝撃圧力推定のために長石・石英

を対象とした新たな衝撃圧力スケールの確立を目指して衝撃実験を行い、回収試料のＣＬ測定を行った。

カリ長石・斜長石・石英のＣＬ測定からは、衝撃加圧した試料のみに特徴的な青色発光が検出されるこ

とを見出し、その発光強度が圧力に依存することを明らかにした。この結果を用いて、火星隕石や普通

コンドライトなどの地球外物質やメキシコのチクシュルーブ・クレーター由来の石英試料が経験した衝

撃圧力の推定を行い、これまでよりも衝撃圧力をこれまでよりも高い精度かつ空間分解能で定量評価す

ることに成功した。 
 最近では、月隕石に含まれる鉱物の各種微小領域分析の研究にも取り組んでおり、特に月における水

の存在に注目して成果を挙げている。月隕石から月起源と考えられるシリカ鉱物であるモガナイトを発

見し、その存在量から月の地下に含まれる H2O 量を推定した。この結果から、月の地下には水が濃集

する領域が存在する可能性を物質科学的に初めて示した。月に存在する水は、太陽系の揮発性物質進化

と密接に関係しているだけでなく、有人探査での水資源確保の観点でも重要であり、多分野に大きなイ

ンパクトを与える研究である。 
以上のように、鹿山会員は鉱物のＣＬスペクトルの定量的評価を中心とする微小領域分析に精力的に

取り組み、鉱物学だけでなく、関連する地球惑星科学分野へと展開する顕著な成果を多数挙げているこ

とから、日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として相応しいと考え、ここに推薦する。 
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2006年 3月 岡山理科大学総合情報学部生物地球システム学科卒業 
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